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論 文 内 容 の 要 旨
甲状腺が物質代謝に影響を与える内分泌臓器であることは周知のことであり, これに関する業績も数多




標準食飼育ウィスター系妊娠白鼠を用い妊娠後半期に甲状腺を摘除し, 逐 日的に血糖, 肝及び筋グリコ
ゲン, 血清, 肝及び筋総脂酸, 血中ケ トン体を測定しその変動を非妊白鼠における場合と比較検討した｡
先ず血糖, 肝および筋グリコゲンの消長をみるに, 妊, 非妊ともに甲状腺摘除によりそれらはいずれも
逐 日的に減少するが, 妊娠時では非妊時よりもその減少度が軽度であった｡ この変動を糖質中間代謝酵素
活性の動向よりうかがうため肝における hexokinase, phosphorylase, phosphoglucom utase, glucose-
6-phosphatase, phosphoglucoisom erase の諸酵素の活性面より追求した｡ その結果これら諸酵素活性は














論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
標準食飼育ウイ/スター系妊娠後半期白鼠の甲状腺を摘除し, 諸物質の消長を非妊白鼠における場合と比
較した. すなわち甲摘により血糖, -肝, 筋グリコゲンは妊, 非妊ともに逐日的に減少するが妊娠時では非
妊時よりもその減少度が少ない｡ 糖質中間代謝酵素 hexok illase, phosphorylase, pl10Sphoglucom utase,
glucose-6-phosphatase, phosphoglucoisom erase 等の肝における活性をみるに甲摘により妊, 非妊とも
べてその低下度が少ない｡ なお, 甲摘により非妊時では血清および肝総脂酸は増加し, 血中ケ トン体, 筋
総脂酸はわずかながら増加するが, 妊娠時ではむしろ減少する傾向を示す｡ 肝 ミトコンドリアによる添加
Octanoate 酸化能は妊, 非妊ともに甲摘により低下するが妊娠時ではその低下度ははるかに軽度であり,
甲摘後サイロキシンを投与すると非妊時ではこれら物質の変動は妊娠時に比して著しく軽 減 され る｡ な
お, 紡毛物質投与によって妊娠時における場合と相似た所見が得られた｡ ようするに妊娠時では甲摘によ
り糖質, 脂質代謝面におよぼす影響は軽微であり, それが胎盤の存在によると推論した｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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